
Ⅲ 授業時間、履修上の注意、対応事務室 

 
(1) 学 期（授業期間等） 

  本学では、学生・教員の国際交流を進める見地から開学以来３学期制を採用しています。 

  授業期間は、年度毎に学年暦で定められており、各授業科目の授業は、原則として期末試験を含め各学期とも１１週以上にわ 

たって行われます。 
  学期の期間は次のとおりです。 

  第１学期： ４月１日～ ７月３１日 

  第２学期： ８月１日～１１月３０日 

  第３学期：１２月１日～ ３月３１日 

 

(2) 授業時間 

   授業時間の区分は、次のとおりです。（１時限－７５分） 

【筑波キャンパス】（月曜日～金曜日開講） 

時   限 開始時間～終了時間 休憩時間 

第１時限 ８：４０ ～  ９：５５     ９：５５ ～ １０：１０ 

第２時限 １０：１０ ～ １１：２５ １１：２５ ～ １２：１５ 

第３時限 １２：１５ ～ １３：３０ １３：３０ ～ １３：４５ 

第４時限 １３：４５ ～ １５：００ １５：００ ～ １５：１５ 

第５時限 １５：１５ ～ １６：３０ １６：３０ ～ １６：４５ 

第６時限 １６：４５ ～ １８：００  

 

   大学院設置基準第１４条に定める教育方法の特例に係る授業時間 

時   限 開始時間～終了時間 休憩時間 

第７時限 １８：００ ～ １９：１５ １９：１５ ～ １９：２０ 

第８時限 １９：２０ ～ ２０：３５  

 
【東京キャンパス】（火曜日～土曜日開講。ただし、火曜日～金曜日は第７時限及び第８時限開講、 

土曜日は第 2 時限～第７時限開講） 

時   限 開始時間～終了時間 休憩時間 

第１時限   ８：５５ ～ １０：１０   １０：１０ ～ １０：２０ 

第２時限 １０：２０ ～ １１：３５ １１：３５ ～ １１：４５ 

第３時限 １１：４５ ～ １３：００ １３：００ ～ １３：４５ 

第４時限 １３：４５ ～ １５：００ １５：００ ～ １５：１０ 

第５時限 １５：１０ ～ １６：２５ １６：２５ ～ １６：３５ 

第６時限 １６：３５ ～ １７：５０ １７：５０ ～ １８：２０ 

第７時限 １８：２０ ～ １９：３５ １９：３５ ～ １９：４５ 

第８時限 １９：４５ ～ ２１：００  



(3) 単位と時間 

  １単位の授業時間を４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、次の基準によるものとします。 

    講義、演習    １５時間～３０時間 １単位 
    実験、実習、実技 ３０時間～４５時間 １単位 
  ※ 本学では、１時限（７５分）の授業を 1.5 時間（９０分）として計算しています。 

 

(4) 授業方法 

授業科目は、講義・実験・演習等で行っておりますが、２つ以上の授業方法を併用する授業科目もあり

ます。大学院便覧においては各開設科目の授業方法を下記一覧のとおり表記しています。  

記号 授 業 方 法  記号 授 業 方 法 

Ａ 講義  Ｅ 講義と実習・実験 

Ｂ 演習  Ｆ 演習と実習・実験 

Ｃ 実習・実験  Ｇ 講義と演習と実習・実験 

Ｄ 講義と演習  Ｈ Ａ～Ｇ 以外 

※「Ｈ」は、大学設置基準第２１条第３項によりＡ～Ｇの基準によらない科目  

 

(5) 成績評価と試験 

  ① 成績評価 

    成績評価は、授業担当教員が、試験結果及び授業出席状況その他を加味して判定し、下記によりＡ，Ｂ，Ｃ及びＤの４段階

に分けて評価します。Ｄは不合格として単位は授与しません。（成績証明書に記載されるのは、単位が授与されたＡ，Ｂ又は

Ｃ評価の科目です。） 

   【成績評価基準】 

   Ａ：８０～１００点  Ｂ：７０～７９点  Ｃ：６０～６９点  Ｄ：５９点以下 

    なお、成績は学期毎に試験の結果等に基づき評価されますが、科目の最終評価及び単位の授与は、最終学期において総合評

価により行われます。 

  ② 試 験 等 

    試験等とは、学期末の試験期間内に行う期末試験、担当教員が授業の中で行う試験及びレポート等です。 

    試験期間は、各学期末に設けられており、当該期間内は原則として通常の授業は行いません。 

 

(6) 科目表の表記 

• 網掛けしてある科目については、科目等履修生の受入れはありません（履修できません）。 

• 曜時限が「集中」又は「不定期」の科目は、毎週決められた曜時限に授業を行うのではなく、開講日時が不規則又は未決定

の授業であることを示します。科目等履修生の方は、入学後に決定した開講日時に授業を受けることが困難であっても、

入学料及び授業料を返還することはできませんので、ご注意ください。 

• 担当教員欄が（   ）の科目は、後日担当教員が決定することを示します。 

• 備考欄の「必修」は、正規の大学院生の必修科目であることを示します。 

• 備考欄の（英）は英語で実施する授業科目を示し、「英」は要望があれば英語でも実施可能な授業科目を示します。 

• 備考欄の「連携」は連携大学院方式に関する授業科目を示します。 

• 備考欄の「非」は、当該教員が非常勤講師であることを示します。 

• １４条対応とは、大学院設置基準（教育方法の特例）１４条で次のとおり定められています。 

「大学院の課程においては、教育上特別の必要があると認められる場合には、夜間その他特定の時間又は時期において授業

又は研究指導を行う等の適切な方法により教育を行うことができる。」 



 (7) 研究科対応事務室（対応支援室） 

   本学では、学生をサポートするための事務組織として支援室を設置し、各種願出の提出、履修相談、授業料免除及び奨学金等 

の手続について対応しています。 

各研究科の対応支援室は次のとおりです。何かあったときは支援室にご相談ください。 

また、支援室とは別に研究科事務室、専攻事務室でも対応しています。 
 

研  究  科 対応支援室 場  所 

教育研究科 人間系支援室 ２Ａ棟２階 

人文社会科学研究科 人文社会科学等支援室 １Ａ棟３階 

ビジネス科学研究科 ビジネス科学等支援室 東京キャンパス（文京校舎３階） 

数理物質科学研究科 数理物質科学等支援室 １Ａ棟３階 

システム情報工学研究科 システム情報工学等支援室 ３Ａ棟２階 

生命環境科学研究科 生命環境科学等支援室 ２Ｂ棟３階 

人間総合科学研究科 
 教育学専攻、心理専攻、障害科学専攻、教育
基礎学専攻、学校教育学専攻、心理学専攻、
障害科学専攻、心身障害学専攻 

人間系支援室 ２Ａ棟２階 

人間総合科学研究科 
 芸術専攻、世界遺産専攻、感性認知脳科学専
攻、体育学専攻、ヒューマン・ケア科学専攻、
スポーツ医学専攻、体育科学専攻、コーチン
グ学専攻、世界文化遺産学専攻 

体育芸術系支援室 ５Ｃ棟２階 

人間総合科学研究科 
 看護科学専攻、フロンティア医科学専攻、生命

システム医学専攻、疾患制御医学専攻、 
医学系支援室 ４Ａ棟２階 

人間総合科学研究科 
  生涯発達専攻、スポーツ健康システム・マネジ

メント専攻、生涯発達科学専攻 
ビジネス科学等支援室 東京キャンパス（文京校舎３階） 

図書館情報メディア研究科 図書館情報等支援室 ７Ｂ棟２階 

 

 (8) 教室表示 

    大学院便覧における教室は次の例のように略号で表示されています。棟名を省略している場合や教室が記載されていないな

ど、不明な点は対応支援室大学院教務担当、研究科・専攻事務室等に問い合わせてください。 

教室名 

（便覧表示） 
棟 名 ・ 階 

 教室名 

（便覧表示） 
棟 名 ・ 階 

１Ｅ１０７ １Ｅ棟 １階（旧第一学群棟）  理Ｂ・・・ 理科系修士棟 Ｂ棟  

２Ａ３０１ ２Ａ棟 ３階（旧第二学群棟）   人間・・・ 人間系学系棟  

３Ｂ２１９ ３Ｂ棟 ２階（旧第三学群棟）   人社・・・ 人文・社会学系棟 

５Ｃ・・・ ５Ｃ棟（旧体育・芸術専門学群棟）  自Ｂ・・・ 自然系学系棟 Ｂ棟 

６Ａ・・・ ６Ａ棟（旧芸術専門学群棟Ａ）  総Ａ・・・ 総合研究棟Ａ 

７Ａ・・・ ７Ａ棟（旧図書館情報専門学群棟Ａ）  生農・・・ 生物・農林学系棟 

８Ｂ・・・ 文科系修士棟 Ｂ棟      

 


